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報　告

要 旨 全国展開している医療ネットワークである国立病院機構140施設のうち小児科を標榜
している118施設の小児科医（小児診療担当医）に電子媒体によるアンケート用紙を

送付し，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響度を選択肢と自由記載により回答を求
めた．アンケート回収期間は2021年1─4月であり，80施設から回答を得た（回答率67.7％）．定
量的な選択肢で影響度を記載してもらったアンケートの結果，地域別では有意な差はみとめず，
セーフティーネット病院（S）／非セーフティーネット病院（NonS）別では有意差を認めた．こ
れらを外部変数として自由記載の回答から抽出されたテキストに対して，フリーのテキストマイ
ニングソフトウェアであるKH Coderを用いて解析を行ったところ，S・NonSの両者からの抽出
語は，入院・患者・減少だった．Sからは，短期・入所・在宅・制限・中止などが抽出されており，
NonSは発熱・流行・紹介・急性・激減などが抽出された．抽出語・文書解析よりコーディングファ
イルを作成しクロス集計を行ったところ，S・NonSでは病棟の変化・コロナウイルス感染の影響，
地域では病棟の変化に有意差を認めた．COVID-19の影響は，ほぼすべての病院でみられたが，
地域差や病院形態によって影響は違っていた可能性が示唆された．

キーワード　新型コロナウイルス感染症，アンケート，自由記載，テキストマイニング

は じ め に

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行は，

世界中で急拡大し，なお収束することなく蔓延し，
社会に多大な影響を与え続けている．本論文作成時

（2022年 7 月31日）は，国内第 7 波に突入している．
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以前に流行していたアルファ株・デルタ株では，
PCR検査や抗原検査でウイルスが陽性になっても，
幼小児は無症候あるいは軽症例が多く，家族内発症
者や幼保育／教育現場などで陽性者がいたために検
査して陽性と判明していた 1 ）．成人での医療崩壊と
は別に，小児医療には社会的な感染対策の浸透によ
りCOVID-19以外の感染性疾患の減少したため，患
者数が減少するという現象が観察された．その状況
に直面した地域は，わが国だけではなく，世界的に
複数あったことが報告されている 2 ）– 4 ）．子どもたち
や保護者たちは，COVID-19に感染をすることを恐
れ，救急外来や糖尿病治療，精神医療だけでなく定
期健診も含め多くの領域で医療機関への受診控えが
おこり，受診の遅れ・薬剤供給の遅れなども問題と
なった 5 ）– 9 ）．
　国立病院機構（NHO）は，日本最大の医療ネッ
トワークであり，140医療施設と本部からなってい
る．医療施設は全県を網羅しており，北海道東北グ
ループ・関東信越グループ・東海北陸グループ・近
畿グループ・中国四国グループ・九州グループに分
類されている．主に国立結核療養所の流れをくむ筋
ジストロフィーなどの神経筋難病，重症心身障害，
結核，精神疾患およびエイズなどに対する医療，い
わゆるセーフティーネット医療を担っていくことも
NHOの重要な使命であり10），小児医療を行ってい
る病院でもその使命を担っている病院は多い．
COVID-19の流行には地域差がみられ，大都市圏を
中心に感染が拡

ひろ

がっていた．本研究は，全国展開を
しているNHOの小児科医（または小児医療担当者）
に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 す る こ と に よ り，
COVID-19の 流 行 に 地 域 差 が あ っ た か， セ ー フ
ティーネット医療に関わる病院か否かで影響は異
なったかを検証することが目的である．自由記載ア
ンケートの解析法としては，テキストデータから情
報を取り出すテキストマイニングを用いた．まず，
抽出したテキストデータの群別（群別に用いる変数
を以下外部変数とする）に特徴がないかなどを調べ，
次にその結果を踏まえて，逆に特徴的な表現を有す
るコーディングルールを作成し，それをもとに群間
に差があったかを検証するという 2 段階の解析を行
うKH Coder11）–13）というフリーのソフトウェアを用
いた．

アンケート調査方法・対象・期間

　NHO140施設のうち小児科を標榜している118施
設に電子媒体によるアンケート用紙を各施設担当者
あてに国立小児医療協議会（小児医療に関して検討
を加え政策やNHOに対して提言を行っていくNHO
の内部組織）事務局から送付し，80施設から回答を
得た（回答率67.7％）．調査期間は2021年 1 ─ 4 月
であり，厚生労働省の発表する「新型コロナウイル
ス感染症の発生動向」によると第 3 波の時期に相当
する14）．アンケート内容は，2020年の診療実績につ
いての調査と医師を対象とした意見聴取からなる．
回答者は，小児科医師または小児医療担当医師とし，
適任者は各施設で判断していただき，それ以上の条
件は設定しなかった．医師への意見聴取の内容は，
COVID-19の影響だけではなく，働き方改革・次世
代の小児医療に求められるイノベーション・少子化
対策・移行医療・小児科の展望・NHO小児科の展
望など多岐にわたった．アンケート調査であり，回
答者の大きな不利益にはつながらないと考えるが，
用紙記入の時間的な負担は大きい．また，突然の依
頼であり，多忙の中で調査をお願いすることから，
時間的，精神的な負担が生じる可能性があるが，回
答時間は，30─60分ほどと考えられ，無記名であり，
回答をもって同意とした．本報告は，COVID-19に
よる影響についての設問の回答結果を検討してい
る．回答形式は，選択肢と自由記載からなり，選択
肢は，「近隣の総合病院小児科と比較して，貴院小

4

児科
4 4

は，COVID-19の流行によって診療上どの程度，
影響を受けたと思いますか？（収入・業務量など総
合的に判断して回答ください）．回答 1 ：かなり影
響を受けた， 2 ：少し影響を受けた， 3 ：同じくら
い影響を受けた， 4 ：あまり影響を受けなかった，
5 ：ほとんど影響を受けなかった」であり，自由記
載は「貴院小児科

4 4 4

は，COVID-19感染流行によって，
具体的にどのような影響を受けましたか？」だった．
小児医療を提供しているNHOの病院には，歴史的
に重症心身障害児（者）・筋ジストロフィー病床を
有する病院もあり，それらの病院をセーフティー
ネット病院（以下S），それ以外を非セーフティー
ネット病院（以下NonS）として分類した．

アンケート結果解析方法

　自由記載の解析を行う前に，まず，選択肢回答
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「COVID-19に対する影響」結果の解析を予備解析
として実施し，外部変数としての妥当性を検討した．
すなわち，地域（全国 6 ブロックと）・S／NonSに
分けて，各郡における選択頻度の差をカイ二乗検定

（統計解析ソフトウェアGraphPadPrism6J）を行っ
た．COVID-19による診療への影響は，地域による
有意差はみられなかったが（p=0.2406）．しかし，
中国四国・北海道グループは「あまり・ほとんど影
響を受けなかった」がやや多く，九州・近畿・東海
北陸・関東信越グループは影響を受けたとの回答が
多く，傾向としての地域差はみられた．SとNonSで
は有意差がみられた（p=0.0064）．
　これらを外部変数として，自由記載に書かれた文
章をKH Coder12,）13）を用いて，抽出語の語と語の結
びつきを探る共起ネットワーク分析，文章クラス
ター解析を行い，外部変数ごとの抽出語・文の特徴
を類推した．それらからコーディングルールを作成
し，COVID-19感染の影響は，地域差とS／NonSに
より差がみられたかどうか，自由記載アンケートの
結果より検証を行った．

結　　　果

1 ．  外部変数との関連
（ 1 ）影響レベルと共起ネットワーク図：
　図 1 は，自由記載からの抽出語を選択肢による回
答結果を外部変数として，共起ネットワーク図に示
したものである．KH Coderでは本図のようにバブ
ルプロットという方法で作図が可能である．各バブ
ルの大きさは抽出語の出現頻度を表しており，バブ
ル間の直線は文章中の語と語の結びつき，すなわち
同じ文章内に表れる語を表している．外部変数は四
角形で囲われているが，バブルと外部変数の間の直
線は，その外部変数の文章からその語が多く抽出さ
れていることを意味している．本図からわかるよう
に，「かなり影響を受けた・少し影響を受けた・同
じくらい影響を受けた」施設の中心に集中した抽出
語は入院・外来・急性・患者・減少であり，影響を
受けた施設では「患者の減少が顕著」になっていた．
なかには激減という抽出語も共起されている．「あ
まり影響を受けなかった」施設からは重症・心身・
障害が抽出されているが，「あまり影響を受けなかっ
た・ほとんど影響を受けなかった」施設からも面会・

図 1 　影響レベルと共起ネットワーク図
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制限・短期・控え・病棟が共起されており，影響を
受けなかった施設でも外来・入院患者数減少以外の
側面では，影響を受けていたことが示唆された．

（ 2 ）S／NonSと共起ネットワーク図：
　自由記載からの抽出語をS／NonSという因子を外
部変数として，共起ネットワーク図に示した（図 2 ）．
本図からわかるように，S・NonSにかかわらず，か
なりの影響を受けており，その両者からの抽出語は，
入院・患者・減少だった．Sからは，短期・入所・
在宅・制限・中止などが抽出されており，NonSは
発熱・流行・紹介・急性・激減などが抽出された．

（ 3 ）地域と共起ネットワーク図：
　自由記載からの抽出語を地域という因子を外部変
数として，共起ネットワーク図に示した（図 3 ）．
本解析には，地域性を加味する必要があり，国立小
児医療協議会に参加しているセンター病院は国立成
育医療研究センターのみであり，関東信越に含めた．
本図からわかるように，近畿グループを除き，患者・
外来・入院・感染・減少の周りに集まっている．近
畿・関東信越・東海北陸からは激減で共起しており，
東海北陸からは重症・心身・障害・病棟が特徴的に
抽出された．

2 ．  文書クラスター解析およびコーディングファイ
ルによるクロス集計：

　文書クラスター解析したところ，自由記載された
文書は11のクラスターに分類され（うち 1 つは分類
不能），それぞれのクラスターの特徴語が判明した．
これまでの解析の結果などを総合して，仮説をたて
て逆に検証するために，コーディングルールを作成
した．仮説は 2 つであり，「COVID-19の小児医療
に 対 す る 影 響 はS／NonSで 差 が あ っ た 」 及 び

「COVID-19の小児医療に対する影響は地域差が
あった」である．コーディングファイルをもとに，
外部変数別に抽出語をクロス集計した．各コードの
テキストの出現頻度の差をχ

カイ

二乗検定にて検証した
結果，S／NonSの解析では，病棟の変化（カイ二乗
値6.402, p＜0.05）・コロナウイルスの影響（カイ二
乗値6.431, p＜0.05）で有意差示し，地域の解析では
病棟の変化（カイ二乗値11.716, p＜0.05）で有意差
が得られた．S／NonS，地域を合わせた解析では有
意差は得られなかった．

図 2 　S／NonSと共起ネットワーク図
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考　　　察

　今回のアンケート調査により第 3 波までは，
COVID-19の小児診療に及ぼす影響はかなり強く，
NonS・Sにかかわらず「入院・患者・減少」がみら
れた．COVID-19パンデミックでの患者の受療行動
と医療機関の収益への影響は財務省でも検討されて
おり，病院・診療所別レセプト件数のCOVID-19感
染拡大前とを比較したデータでは，内科・整形外科
に比して，小児科の減少率が圧倒的に高かった15）．
気道感染症や消化器感染症などの流行性疾患を中心
にして診療を行ってきた小児一般診療は，今回の行
動制限など感染予防対策により大きな打撃を受け
た．諸外国の論文ではimpactと表現されている 2 ）．
　NonSからの特徴的な抽出語は「発熱・流行・紹介・
急性・激減」，発熱患者・流行疾患・急性期疾患の
減少にともない患者数が激減している状況が判明し
た．しかし，Sでも，「短期・入所・在宅・制限・
中止」などのテキストが抽出されていることより，
診療形態には，さまざまな制約があったことが窺

うかが

い
知れる．NonSに比し，Sでは「影響をうけなかった」

との回答が多かったが，さまざまな工夫を加えなが
ら，セーフティーネット医療の維持に努め，また患
者のニーズも高かったと考えられる．
　地域差は今回の検討では，S／NonSの比較よりも，
結果としてはやや弱かったが，地域差も存在してい
る．NHOのグループ単位よりも，県単位で検討を
加えた方が流行状況の差が顕著になった可能性もあ
る．また，コロナ重点病院の機能を持つ病院への影
響は，それ以外の病院とは異なった可能性は高く，
同じ重心をもつ病院でも慢性期の病院と複合型病院
とでは影響の受け方が違っていると考えられる．ア
ンケートを実施する前から戦略的に外部変数を調整
することにより，今回の検討とは異なる側面を明確
にすることができる．
　本解析は，テキストマイニングという解析方法を
とったが，それよりも 1 つ 1 つの回答が重要な意味
をもっている．すべてを網羅できないが，「里帰り
分娩の受け入れ中止」「退院前カンファレンスや地
域との退院調整の困難さ」「院内クラスター発生に
よる風評被害」「近隣医療機関が入院診療を行わな
いと宣言したための医療負荷」「学校閉鎖により腎

図 3 　地域と共起ネットワーク図
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臓健診のスケジュールのずれ」「子どものゲーム依
存が増える」「不適切な療育が増える」など感染拡
大と行動制限にともなう負の側面も認められた一方
で，「アレルギー・神経・血液疾患など専門外来は
感染の影響を受けない」など感染に左右されない堅
牢な医療も浮き彫りとなっている．セーフティー
ネット医療や慢性疾患医療もその一つと考えられ
る．また「オンライン診療」「電話再診」などの対
人ではない診療の工夫も自由記載アンケートに記載
されていた．
　パンデミックとそれに対する政策により，何が起
きたのかを振り返り検証しておくことはきわめて重
要であり，その結果を基に今後どういう医療体制を
構築するかを考えていく必要がある．第 4 波以降は，
一般小児部門は 4 波と 5 波の狭間でのRSの増加，
第 7 波ではオミクロン株流行にともなう小児の
COVID-19有症状者の急激な増加で第 3 波までとは
異なる診療への負荷や影響があった．今回の検証だ
けではなく，NHOというスケールメリットを生か
した調査をこれからも引き続き，繰り返し調査を
行っていく必要がある．

本研究の限界

　新型コロナウイルス感染の流行状況は，時間差も
考慮する必要があり，同じ観察期間での回答では，
地域や施設毎の感染による影響を正確に判明できな
い可能性がある．KH Coderの拡張ソフトウェアを
用いることにより，さらに精度の高い解析は可能と
なり，文章中の語と語の肯定的・否定的なつながり
を区別することができるが，今回は，その解析は行
えていない．

結　　　語

　COVID-19の影響は，ほぼすべての病院でみられ
たが，地域差や病院形態によって影響は違っていた
可能性が示唆された．

　本アンケート結果は，その概要を「2021国立病院
機構小児医療アンケート調査結果」に報告した．
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Abstract

　The questionnaire to ask the impact of COVID-19 on pediatric medical care was sent by electric medium to the pediatrician of 

118 institutions which advocated the pediatrics among the National Hospital Organization 143 institutions. The answers were 

collected during January and April in 2,021 and obtained from 80 institutions（67.7% of response rate）.

　The results of quantitative multiple choice question showed significant difference between safety net hospital（S）vs non-

safety net hospital（NonS）, but not among the local area. Using these values as external variables, the texts that were extracted 

from the free-form answer were analyzed by free text mining software KH Coder. The language extracted from both of S and 

NonS was hospitalization, the patients, decrease. Considering the results of analyses of extraction word and document, the coding 

file was made and the cross tabulation was conducted. The local area analysis showed a significant difference in the change of the 

ward and S vs NonS showed a significant difference in both the change of the ward and the effect of coronavirus infection. Our 

data suggested the impact might be different by local area and hospital form.
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